
           

妣は
は

く
く
り
し
黍
殻

き
び
が
ら

人
形
細
お
も
て 

緑 

町 

池
田 

良
子 

晩
秋
や
糸
の
ほ
つ
れ
し
小
銭
入
れ 

元 

町 

竹
内
ス
ミ
エ 

野
地
蔵
の
赤
き
エ
プ
ロ
ン
秋
明
菊 

南
桜
町 

宮
腰 

幸
子 

廃
屋
の
蔦
か
ら
み
を
り
秋
哀
し 

西
原
町 

児
玉
久
美
子 

水
澄
め
り
湖
面
に
映
す
山
ひ
と
つ 

西
岡
町 

渋
谷
み
さ
子 

ひ
と
声
を
残
し
て
消
え
ぬ
夜
の
鹿 

 
 

 
 

 
 

旭 

町 

宝
澤 

房
子 

露
の
命
寿
ぎ
も
せ
で
膳
二
つ 

仲 

町 

玉
野 

研
一 

紅
葉
狩
小
さ
き
仏
の
お
わ
す
道 

仲 

町 

梅
基 

文
子 

ペ
ー
ジ
開
く
本
に
紅
葉
の
二
三
枚 

旭 

町 

大
河 

博
子 

言
い
分
け
は
す
る
で
も
な
し
や
は
ね 

南
瓜 

旭 

町 

大
河
内
清
枝 

雨
風
を
乗
り
切
る
覚
悟
鳥
渡
る 

西 

町 

杉
浦
と
し
枝 

台
風
の
進
路
を
変
え
て
み
た
い
も
の 

藤
本
町 

鈴
木
ゆ
き
子 

抱
き
上
げ
た
子
が
手
を
伸
ば
す
蔦
紅
葉 

西 

町 

高
井 

孝
子 

離
れ
住
む
娘
を
想
い
お
り
芙
蓉
咲
く 

東
町 

高
草
木
喜
代
子 

ぶ
ど
う
棚
不
揃
い
あ
り
て
熟
す
な
り 

西
岡
町 

高
瀬
久
美
子 

似
顔
絵
の
心
和
め
る
敬
老
日 

東 

町 

高
橋
世
津
子 

大
会
の
終
え
て
安
堵
や
菊
の
花 

西 

町 

文
梨 

清
子 

盆
栽
も
四
季
を
た
が
え
ず
秋
紅
葉 

西 

町 

金
澤 

賴
子 

き
わ
だ
て
る
空
の
青
さ
と
山
紅
葉 

元 

町 

印
牧 

安
子 

龍
の
ご
と
大
樹
に
か
ら
む
蔦
紅
葉 

仲 

町 

坂
部 

和
子 

白
壁
に
ぴ
た
り
張
り
付
く
赤あ

か

蜻
蛉

と

ん

ぼ 
緑 
町 

齋
藤 

嘉
子 

栞
し
お
り

し
て
歳
時
記
閉
ざ
す
星
月
夜 

元 

町 
西
崎 

弘
子 

白
萩
の
し
づ
か
に
咲
い
て
人
住
ま
ず 

屯
田
町 

古
屋 
克
江 

晩
成
の
な
ら
ず
晩
年
秋
刀
魚
焼
く 

仲 

町 

芳
賀 

星
子 

 

      

 

                             

     

 
 

『かあさんのまほうのかばん』 
 

よこみち けいこ/文 
なかざわ くみこ/絵 

 (童心社) 
 
 

 かあさんのかばんには、よだれ

かけや、着替え、妹のまこちゃん

の物ならなんでも入っています

が、お兄ちゃんのげんちゃんの物

は何も入っていなくて、しょんぼ

りしていると、おばあちゃんがや

ってきて・・・家族の愛情がたく

さんつまった、心があたたかくな

るおはなしです。         

 

新着図書 

 

・『マルの背中』 

（岩瀬成子 著） 

・『いい人ランキング』  

（吉野万理子  著） 

・『大人に贈る子どもの文学』  

（猪熊陽子 著） 

               

 

 

『いたずらえほんがたべちゃ

った！』 
 

リチャード・バーン/作 
林木林/訳 

 (ブロンズ新社) 
 
 

 ベラが犬を連れて絵本のな

かを、お散歩していると、突然

犬が消えてしまいました。あと

から来たお友達や、レスキュー

車、消防車も次々絵本のページ

へ消えてしまいます。いたずら

えほんからみんなを助けだす

方法とは？              

 


